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とが条件であるとされる（e.g.，Girgus, Rock & Egats，

















































nik & Hall，1994；Gopnik & Rosati，2001；Doherty &
Wimmer，2005）。この結果は（少なくとも多義図形の反
転に関しては），子どもと大人の処理様式が異なること
















































































































































































る課題 ‘say something different’（SSD）課題（e.g.，



























































































































S R W S R W
自閉症児 (n＝22) (n＝22) (n＝13)
平均 10；39 12；7 14；9 108.00 7；8 8；5
SD 1；15 2；8 2；6 9.81 2；3 3；2
Range 7；2- 11；2- 4；3- 4；3-
16；10 18；10 19；6 16；0
比較児 (n＝25) (n＝18) (n＝18)
平均 10；74 7；9 8；9 104.64 10；0
SD 2；44 3；5 0；3 15.75 1；10
Range 7；4- 8；4- 6；2-
8；2 9；1 12；6
※各先行研究を表しているラベル
S…Sobel, Capps and Gopnik（2005）
































































































多義図形 Aの２つの解釈を解釈 Xと解釈 Yとすると





























































そのためには，解釈 X と Y を突き合わせる照合
（confronting）のプロセスが必要である。
解釈 Xと解釈 Yを突き合わせ，照合することによっ
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